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近
世
日
本
雇
用
史
資
料

ー
そ
の
四
、
大
隅
国
高
山
郷
守
屋
舎
人
日
帳
ー

こ
う
や
ま

今
回
は
幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
一
上
層
郷
士
、
大
隅
国
高
山
郷
（
鹿
児

島
県
肝
属
郡
高
山
町
）
の
守
犀
舎
人
重
尭
（
一
七
八
九
ー
一
八
七
一
）
の
日

帳
（
守
屋
雄
次
郎
氏
所
蔵
）
よ
り
守
屋
家
の
手
作
や
家
生
活
に
お
け
る
労
働

の
実
態
を
う
か
が
う
た
め
に
表
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
弘
化
三
年
(
-
八

四
六
）
・
同
五
年
（
嘉
永
元
年
一
八
四
八
）
・
嘉
永
二
年
・
同
三
年
・
安
政
七

年
（
万
延
元
年
一
八
六

0
)
・
万
延
二
年
（
文
久
元
年
一
八
六
一
）
・
文
久
二

年
(
-
八
六
二
）
に
つ
き
各
年
度
の
日
々
の
労
働
の
内
容
と
そ
の
労
働
に
従

に
し
か
知
り
得
な
い
が
、
し
か
し
各
年
度
の
月
日
を
陽
暦
に
換
算
し
、
陽
暦

近

批

日

本

雇

用

史

資

料

事
す
る
人
名
を
表
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
も
っ
と
も
、
ど
の
年
度
も
部
分
的

解

題

資

料

秀

村

選

第
六
号

り
こ
こ
に
掲
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

測
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
お
も
わ
れ
る
。

六
五

の
且
日
に
応
じ
て
各
年
度
の
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
す
な
ら
ば
、
或
程
度
一
年

間
を
通
じ
て
農
作
業
や
山
作
業
、
家
内
の
雑
事
等
に
お
け
る
労
働
の
種
別
や

内
容
を
う
か
が
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
従
事
せ
る
人
名
を
諸
種
の
史
料
に

今
迄
守
屋
舎
人
家
に
つ
い
て
は
若
干
の
考
察
を
な
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

安
政
四
年
・
同
五
年
・
元
治
元
年
に
つ
い
て
は
本
資
料
と
同
様
な
表
を
作
成

し
、
三
ケ
年
分
を
組
み
合
わ
せ
て
労
働
の
種
別
、
内
容
、
月
別
の
配
分
、
労

‘,'’ 2
 

働
組
織
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
守
屋
舎
人
日
帳
の
他
の

年
度
に
つ
い
て
も
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
前
回
の
補
遺
の
意
味
も
あ

守
屋
家
お
よ
び
守
屋
舎
人
に
つ
い
て
は
さ
き
に
発
表
せ
る
諸
論
文
に
お
い

て
数
回
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
な
い
。
大
隅
国
高

山
郷
の
宗
廟
四
十
九
所
大
明
神
の
社
家
頭
取
で
組
頭
・
郷
士
年
寄
を
勤
む
る

か
ど

家
柄
で
あ
っ
て
、
持
高
四
十
石
余
、
門
の
領
主
で
あ
り
、
一
門
を
持
切
門
、

他
に
数
門
を
持
合
門
と
し
て
支
配
し
て
い
る
。
し
か
も
浮
免
．
抱
地
を
所
持

し
手
作
す
る
と
共
に
一
部
は
小
作
に
も
出
し
て
い
た
。
社
家
頭
取
の
而
は
別

と
し
て
も
、
全
般
的
に
云
っ
て
薩
摩
藩
の
上
層
郷
士
の
一
典
型
と
い
う
こ
と

第
二
十
八
巻

よ
っ
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
守
屋
家
の
労
働
組
織
の
性
格
も
或
程
度
推



十
一
年

31 

十
年

30 

十
月
廿
二
日
与
頭

．
 
．
 

十
月
十
三
日

．
 
．
 
．
 

年

度

年
齢

役

職

の
時
期
と
日
帳
の
残
存
状
態
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
ろ
。

や
家
の
生
活
慣
行
・
農
業
・
郷
内
の
祭
祀
等
に
つ
い
て
詳
し
い
。
役
職
就
任

就
い
て
い
る
時
期
に
は
役
向
|
ー
郷
村
統
治
・
支
配
、
謁
練
、
藩
役
人
の
応

薩
摩
藩
の
一
上
層
郷
士
の
公
私
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
種
々
貴
重
な
史
料
を

近

世

日

本

扉

用

史

資

料

が
出
来
よ
う
。

守
屋
舎
人
日
帳
は
文
政
八
年
(
-
八
二
五
）
十
月
十
三
日
よ
り
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
＋
一
月
十
三
日
に
至
る
記
録
で
、
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る

提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
殆
ん
ど
高
山
郷
一
郷
に
関

す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
視
野
は
広
い
と
は
云
え
な
い
が
郷
村
統
治
お
よ

び
郷
村
生
活
・
家
内
部
の
記
事
は
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
で
公
文
書
に
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
具
体
性
を
も
っ
て
い
る
。
概
し
て
云
え
ば
、
舎
人
が
郷
の
役
識
に

対
、
出
府
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
、
役
載
に
就
い
て
い
な
い
時
期
に
は
村
落

寛

政

十

年

1
オ
（
二
且
十
三
日
誕
生
）

（
一
七
八
九
）

文

政

八

年

28

（
一
八
二
五
）

九
年

29

残
存
の
日
帳

弘

化

元

年

4

7

（
一
八
四
四
）

二
年

48

十
四
年

46 

十
三
年

45 

十
二
年

44 

十
一
年

43 

十
年

42 

九
年

41 

八
年

40 

七
年

39 

六
年

38 

五
年

37 

四
年

36 

一年

35 

天

保

元

年

33

（
一
八
三

0
)

二
年

34

十
二
年

32 

（
正
月
廿
六
日
継
目
免
許
）

第
二
十
八
巻

郷
士
年
寄
助

九
月
廿
九
日

二
月
八
日
退
役
御
免

郷
士
年
寄
助

七
月
廿
八
日

九
月
十
日
郷
士
年
寄

二
月
十
九
日
退
役
御
免

第
六
号

．
 

九
月
十
二
日
（
此
の
間
欠
）

九
月
廿
七
日

• 
．
 
．
 
．
 

• 
．
 
．
 
．
 
．
 

• 
正
月
廿
一
日
（
此
の
間
欠
）

七

月

一

日
．
 
．
 

．
 
．
 
．
 

• 
．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

六
六



近

世

日

本

雇

用

史

資

料

六
年
五
年
四
年 一年

62 61 60 59 

安

政

元

年

57

（
一
八
五
四
）

二

年

5

8

六
年

56 

五
年

55 

四
年

54 

一年

53 

嘉

永

元

年

5

1

（
一
八
四
八
）

二

年

5

2

四
年

50 

一年

49 

正
月
元
日

• 
．
 

二
月
五
日

二
月
十
日
郷
士
年
寄
｛
二
月
六
日

• 

．
 

• 

．
 

亘
彗
-l-BB

．
 

• 
．
 
．
 
．
 

• 
．
 

．
 
．
 

．
 

二
月
廿
七
日

．
 
．
 
~
三
月
廿
八
日

．
 
．
 

盲
鱈
戸
）

• 
．
 

• • 
十
月
十
六
日

• 

．
 

．
 
．
 

十
一
月
廿
六
日

．
 
．
 

（
此
の
間
欠
）

．
 
．
 
~
骨
．
元
日

九

月

王

四

日

譴

霧

亨

｛

胃

言
．
 

寄
ト
ナ
｝

{
―
月
廿
八
日

二
月
．
―
日

閏
五
月
十
九
日

一
閏
五
月
廿
日

• 
．
 
．
 

十
二
月
廿
九
日

濠
日
帳
ほ
綴
紐
が
切
れ
相
当
分
散
・
混
雑
し
て
い
た
が
右
の
如
く
整
理
・
復

原
し
た
。
一
、
二
問
題
の
箇
所
も
あ
る
が
一
応
右
の
如
く
に
し
て
お
く
。

四
年 一年

第
二
十
八
巻

74 73 

明

治

元

年

71

（
一
八
六
八
）

二

年

7

2

一年

70 

元

治

元

年

67

（
一
八
六
四
）

慶

応

元

年

68

（
一
八
六
五
）

二
年

69

一年

66 

万
延
元
年

63

（
一
八
六

0
)

文

久

元

年

64

（
一
八
六
一
）

二

年

6

5

第
六
号

六
七

四
月
七
日
郷
士
年
寄

>
I 
、・、

+ __....._ r-・ • ―→  

一七七 六六 七十十 十九五五九八
月月月 月月 月月月 月月月月月月
十…十十…………十十••…. ... 廿廿…… 廿…十十…十十•
三ニー 四三 一六四 一九四三二九
日日日 日日 日日日 日日日日見月

霞 此
下の
欠間
ツ包

• 
．
 
．
 

• • • 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

• 
．
 

閏
五
月
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

二
月
退
役
御
免

曖



子
倭
佐
（
納
右
衛
門
、
後
の
常
磐
）
も
加
わ
る
こ
と
が
あ
る
が
監
督
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
相
当
規
模
の
手
作
（
嘉
永
四
年
田
約
―
町
二
反

心、

・
畠
約
二
町
―
―
―
反
、
元
治
元
年
田
約
一
町
六
反
・
畠
二
町
一
―
―
反
）
が
な
さ
れ

上
層
郷
士
と
し
て
の
生
活
が
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

註
山
慕
末
薩
藩
郷
士
の
農
業
経
営
と
下
人
（
経
済
学
研
究
第
十
九
巻
第

三
号
）
・
郷
士
手
作
に
お
け
る
畑
作
の
態
様
（
九
大
九
州
文
化
史
研
究

所
紀
要
第
六
号
）
・
薩
藩
郷
士
の
手
作
に
お
け
る
労
働
の
態
様
（
宮
本

び
社
家
（
平
社
家
・
田
舎
社
人
）
を
主
体
と
し
て
い
る
。
舎
人
自
身
や
そ
の

五
、
誤
字
•
あ
て
字
に
は
正
字
の
傍
註
を
付
し
た
。

入
れ
た
。

四
、
従
事
せ
る
人
名
は
（

）
内
に
入
れ
た
。
人
名
が
不
明
で
も
下
人
と

か
屋
根
延
日
・
大
工
等
の
種
別
、

或
は
人
数
が
明
か
な
場
合
は
こ
れ
を

、
地
名
に
は
右
傍
に
・
・
点
を
付
し
た
。

入
れ
た
。

二
、
作
業
の
欄
中
、
従
事
せ
る
時
間
が
明
か
な
場
合
は
こ
れ
を
〔

〕
内
に

一
、
上
段
に
そ
の
年
度
の
月
日
を
掲
げ
、
こ
れ
を
陽
暦
に
換
算
し
た
。

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
表
示
す
る
作
業
や
作
物
に
つ
い
て
は
大
隅
地
方
独
特
の

も
の
も
あ
り
、
ま
た
方
言
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
説
明
を
要
す
る
も
の

が
少
く
な
い
。
地
名
に
つ
い
て
も
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
も
前

に
発
表
せ
る
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
人
名
に
つ
い
て
は
各
作
業

に
従
事
せ
る
者
の
社
会
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
日
帳
或

は
他
の
史
料
で
実
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
別
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
大
雑
把
に
云
っ
て
経
常
的
に
は
年
中
下
人
（
デ
カ
ン
・
メ

ヽ`
ノ8
 

ロ
）
旦
雇
下
人
（
ヒ
マ
）
、
臨
時
的
に
は
永
代
下
人
・
子
方
的
な
郷
士
お
よ

ら
離
れ
て
い
た
時
期
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
に
掲
出
す
る
も
の
は
比
較
的
晩
年
の
、
し
か
も
役
識
か

凡

例
第
二
十
八
巻

叉
次
編
、
九
州
経
済
史
論
集
第
三
巻
所
収
）
・
薩
藩
に
お
け
る
一
上

層
郷
士
の
労
働
組
織
（
近
世
日
本
の
経
済
と
社
会
•
本
庄
栄
治
郎
先

生
古
稀
記
念
論
文
集
所
収
）
・
幕
末
薩
藩
に
お
け
る
上
層
郷
士
と
永

代
下
人
（
土
地
制
度
史
学
第
一
号
）
。

図
右
の
第
一

1一
論
文
労
働
の
態
様
•
第
四
論
文
労
働
組
織
参
照
。

③
秀
村
、
近
世
日
本
雇
用
史
資
料
口
（
経
済
学
研
究
第
二
七
巻
第
六

号
）
参
照
。

④
史
料
の
面
積
は
一
間
六
尺
五
寸
竿
で
あ
る
か
ら
六
尺
竿
に
換
算
し

た。

第
六
号

六
八



三
・
廿
七

A 

年
（
嘉
永
元
年
）

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

••(iil) 

四

・

州

0
永
山
西
瓜
作
（
勘
次
郎
）

0
馬
屋
延
日
（
屋
称

延
は
四
人
・
小
取
六
人
）

五
・
十
九

五
・
十
八

弘

化

五

七
・
廿
四

七
・
十

七

・

十

六
．
廿

六
・
十
六

六

六

六 六

五 四

関
五
・
廿
六

月

日

（
一
八
四
八
）

五
・
十
七

五
・
十
六

五
•
四

九
・
廿

〇
煙
草
切
（
日
高
利
兵
衛
）

〇
〔
朝
ー
八
ツ
時
分
〕
墓
掠
（
下
人
二
人
）

．．． 

〇
〔
五
ツ
過
ー
日
入
時
分
〕
小
森
原
泣
蕎
麦
作

（
下
女
下
人
五
人
）

九
・
十
四

0
今
日
方
赤
籾
取
始

五 五

朔

九

四
・
廿
七

八
・
州

八
・
十
二
I

oc八
ツ
過
か
〕
煙
草
切
二
頼
ム
（
利
兵
衛
）

四
・
廿
五

八

七
一
〇
屋
敷
大
根
蒔
入

七
・
廿
八

七
・
廿
七

七
・
廿
六

七
・
一
九

陽
暦
換
算

作
業
の
種
別
（
従
事
せ
る
人
名
）

．．． 
0
千
町
田
梱
田
に
油
入
（
舎
人
・
善
八
）

〇
〔
五
ツ
時
ー
暮
〕
松
元
余
地
粟
作
、
城
之
裏
粟

作
＃
粟
引
（
舎
人
・
下
人
其
外
七
人
）

．．． 

゜
"
|
六
ツ
半
〕
森
之
下
粟
作

．．． 

〇
〔
八
ツ
時
ー
暮
〕
丸
田
牧
粟
作

弘

化

年
（
一
八
四
六
）

四
・
廿
二

四
・
十
九 六

四
・
十
三

四 四 四 四

五

七
一
〇
〔
五
ツ
半
か
〕
茶
焙
（
日
高
利
兵
衛
）

八
一
〇
茶
焙
（
多
仲
・
左
膳
妻
）

五
・
十
五

0
中
間
西
瓜
蒔
次
（
舎
人
）
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八
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千
町
田
へ
大
根
草
一
1

一
度
負
（
八
十
・
次

．．． 

郎）

0
〔
朝
〕
下
之
門
之
辺
へ
牛
買
（
三
太
郎
）

O
n
昼
〕
千
町
田
苗
床
草
は
め
•
石
原
田
苗
床
草

．．
 

は
め
（
三
太
郎
・
八
十
）

0
〔
昼
〕
四
元
余
地

大
根
草
取
・
馬
之
受
物
等
取
方
（
次
郎
）

••• 

十
〇
〔
朝
〕
田
中
嶋
苗
床
大
根
草
は
め
、
〔
昼
〕
苗
唐

芋
上
ケ
・
煙
草
植
付
（
三
太
郎
・
八
十
）

四
•
+

1
0唐
芋
苗
伏
（
三
太
郎
・
辰
五
郎
・
次
郎
）

••••• 

四
・
十
二
〇
〔
朝
〕
唐
芋
苗
伏
〔
昼
〕
石
ケ
崎
之
下
、
田
地
弐

番
打
起
（
三
太
郎
・
八
十
・
次
郎
）

四
・
十
三
一

0
田
地
弐
番
打
起
（
小
市
・
八
十
・
三
太
郎
・

次
郎
）

四
・
十
四
〇
盆
朝
〕
胡
瓜
・
ふ
ろ
ふ
蒔
入

雰
戸
．
田
地
弐
番
見
麒
（
三
太
郎
・
小
市
・

八
十
）

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

四 四

六 五 四 朔 晦

三
・
廿
七

三
・
廿
八

―
―
-
・
廿
九

閏
三
・

閾
三
・

閏
三
・

閏
三
・

閏
三
・

閏一

1-・

第

六

号

七

七

四
・
廿
五
〇
焼
酎
爽
（
三
太
郎
）

0
白
砂
負
（
八
十
）

-
0野
菜
芋
植
方
（
次
郎
）

四
・
十
九

0
内
二
召
仕
（
三
太
郎
・
次
郎
・
八
十
）

（
宇
都
宮
）

〇
〔
昼
〕
連
正
院
所
牛
買
（
三
太
郎
）

0
田
地
中
手
苗
蒔
入
（
三
太
郎
）

0
松
取
（
八

+）

0
内
二
召
置
、
だ
つ
き
よ
う
草
取
（
次

郎

）

（

ら

）
．．． 
0
上
之
原
早
馬
見
物
（
家
内
女
・
下
女
・
下
人
）

．．
 

四
・
廿
二
〇
〔
昼
〕
崎
山
・
竹
灰
焼
（
次
郎
・
八
十
・
正
八
）

四
・
廿
三
〇
〔
朝
〕
内
二
召
仕
〔
昼
〕
竹
灰
焼
方
（
三
太
郎
・

次
郎
・
八
十
・
正
八
）

．．
 

四
・
廿
四

0
崎
山
竹
灰
焼
・
成
就
（
三
太
郎
・
八
十
・
次

郎）

四
・
廿
六
一
〇
茶
炒
（
舎
人
）

．．
 

〇
〔
朝
〕
崎
山
竹
灰
取
（
三．．． 

太
郎
・
次
郎
）

0
〔
朝
〕
内
二
召
仕
〔
昼
〕
森
之
下

煙
草
追
肥
（
八
十
）

第
二
十
八
巻

四
・
廿

四
・
廿

四
・
十
八

〇
〔
朝
半
〕
唐
芋
上
ケ
済
•
こ
ん
に
や
く
植
方

〔
昼
〕
苗
床
足
駄
踏
（
三
太
郎
・
次
郎
）

0
病

気
（
八
十
）

四
・
十
七

0
大
工
（
宗
右
衛
門
）

0
〔
朝
一
刻
〕
三
太
郎

田
地
打
起
□

夫
か
〕
唐
芋
上
ケ
（
三
太
郎
・
八
十

・
次
郎
）

（
宗
右
衛
門
）



五
・
廿
六

五
・
十
九

五
・
十
八

五
・
十
七

五
・
十
四

五
•
四

四
・
廿

四
・
十
六

四
・
十

四 四

・

朔 八

閏
三
・

閏
三
・

七

七 七 七

七六五
''--, 

扉
植

七 七

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

閏
三
・
十
八

五
・
十
二

五
・
十
三

八
一
〇
瓜
・
酉
瓜
蒔
次

五
・
廿
二

五
・
舟
一

0
胡
瓜
・
西
瓜
蒔
次

0
木
之
葉
取
（
八
十
）

0
家
棟
取
（
多
仲
・
下
之
門
之
一
二
）

（
し
て
）
・
・
・

〇
藁
買
と
／
野
崎
村
代
宮
司
所
へ
遣
ス
（
次
郎
）

（
し
て
）
・
・
・

五
〇
裸
麦
取
・
小
麦
刈
と
／
城
之
裏
に
（
下
人
共
）

〇
〔
五
ツ
過
ー
七
ツ
過
〕
同
上
（
舎
人
・
女
杯
）

六
．
廿
二

六
．
舟

0
内
二
召
仕
（
下
人
共
）

•••• 0
八
幡
馬
場
屋
敷
雑
葉
引
（
女
杯
）

．
．
．
 

盆
朝
〕
び
ん
掛
雑
葉
引

．
．
．
 

二
〔
朝
〕
び
ん
掛
雑
葉
引

七
・
十
四

0
田
植
成
就

．
．
．
．
 

〇
〔
昼
〕
権
現
ケ
迫
大
豆
作
入
（
倭
佐
・
下
人
共

三
人
）

六

九
〇
麦
刈
（
女
杯
・
下
人
共
）

六 五
・
廿

五 四
・
廿
八
一
〇
畠
す
き
（
三
太
郎
）

．
．
．
 

0
佐
牟
田
溝
堀
（
次
郎
）

四
・
廿
七
一
〇
畠
鋤
（
三
太
郎
）

0
畠
打
（
八
十
・
次
郎
）

七
・
廿
九

七
・
廿
八

七
・
廿
七

七
・
廿
六

七
・
廿
四

七
・
廿
ニ

七
・
廿

七
・
廿

七
•
四

七 六
．
廿
五

六
．
廿

六
・
十
七

六
・
十
四

六

八

第
二
十
八
巻

七
・
廿
五
〇
臼
ノ
目
切
（
福
留
門
小
太
郎
）

．
．
．
 

七
・
州
一
〇
〔
八
ツ
時
ー
暮
〕
尾
瀬
那
粟
作
（
舎
人
・
下
人

共）

0
居
家
棟
取
（
多
仲
）

．
．
．
 

――
1
0城
之
裏
粟
作
入
（
舎
人
・
下
人
共
）

八
・
十
八

〇
〔
暮
六
ッ
包
地
頭
仮
屋
御
用
（
下
人
共
）

．
．
．
．
 

下
之
上
へ
遣
ス
・
芝
灰
焼
（
小
市
・
助
右

誓
〗
・
三
太
郎
・
次
郎
）

．
 

〇
〔
五
ツ
時
ー
九
ツ
時
〕
崎
山
家
作
木
見
合
（
舎

人
・
倭
佐
・
渋
江
三
次
郎
・
八
十
）

九
・
十
ニ
―

0
木
挽

九
・
十
―
―
―

-
0木
挽

九
・
十
四
一

0
木
挽
・
大
工

九
・
十

九

0
木
挽

九

”II”
相
済

．

．

．

．

．

．

．

 

九

0
城
之
裏
・
麻
之
跡
蕎
麦
作
入
、
権
現
ケ
迫
芝

灰
四
塚
焼
方
（
下
人
共
）

0
〔
五
ツ
半
ー
九
ツ

••••••• 時
〕
城
之
裏
・
権
現
ケ
迫
行
（
舎
人
）

九 九

五六
丁

0
煙
草
延
（
多
仲
）

七

八
・
廿

八
・
十

八
・
九
一
〇
児
嶋
竜
右
衛
門
所
行
に
召
列
（
八
十
）

八

第

六

号

七

八



九 九
・
十
七

九
・
十
六

九
•
四

九 九 八
・
廿
四

八

・

九

八

五

八
•
四

八 八 八
・

朔

十
・
舟
~

〇
泊
り
居
今
日
迄

t
加
勢
（
福
見
四
郎
・
前
田

之
正
八
）

0
出
産
・
波
見
浦
へ
医
師
迎
工

（
駕
籠
持
夫
四
人
・
市
来
弥
一
郎
）

十
・
廿
九
一
〇
垣
普
請
加
勢
（
田
舎
社
人
共
）

九
・
十
五
一

0
木
挽
・
大
工

九
・
十
七
一

0
大
工
弐
人

九
・
十
八

0
大
工
弐
人

九
・
十
九

0
大
工
弐
人
・
木
挽
弐
人

九
・
廿
一
―

-
0崎
山
・
杉
木
見
合
（
舎
人
・
大
工
・
木
挽
）

．
．
．
．
．
．
．
 

八
〇
〔
四
ツ
時
1

日
入
前
〕
城
之
裏
・
権
現
ケ
迫
胡

麻
見
廻
リ
、
千
町
田
万
石
見
廻
リ
、
佐
牟
田
赤

籾
取
之
所
へ
行
（
舎
人
）

．
．
．
 

十
・
十
五
〇
〔
五
ツ
時
—
暮
六
ツ
半
〕
千
町
田
万
石
取
（
舎

人
・
外
に
六
人
）

．
 

十
・
十
六

0
町
彦
市
所
二
糀
取
（
三
太
郎
）

0
〔
五
ツ
時

．
．
．
 

ー
八
ツ
過
〕
千
町
田
万
石
取
（
人
数
六
人
）

．
．
．
 

十
・
十
七
〇
〔
五
ツ
時
ー
暮
〕
千
町
田
万
石
取
（
七
人
）

璽
十
一
・
十
二

lo今
日
か
戸
壁
相
放
侯

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

十 九
・
十
六

1
0木
挽
・
大
工

十
ニ
・
廿
六

十
ニ
・
廿
七

第

六

号

七

九
•••• 

二
十
一
・
十
四
1
0隠
居
家
解
（
前
田
村
甚
太
•
町
与
―
二
次
）

．

．

．

．

 

三
干
一
・
十
五

0
家
解
・
運
方
〔
朝
・
済
〕
（
前
田
村
甚
太
•
町

与
三
次
）

六
十
一
・
十
八

0
地
堅
（
下
人
共
五
人
・
加
勢
九
人
）

（
括
力
）
•
•

七
十
一
・
十
九

0
柱
石
居
（
本
城
石
切
三
人
）

八
干
一
・
廿

九
干
一
・
廿
一

十
・
廿
四
干
ニ
・

十
ニ
・
十
二

十
二
・
+
―
―

十
ニ
・
廿
一

〇
〔
昼
〕
煤
さ
け

五
〇
守
屋
泰
造
磁
石
持

六
〇
泰
造
墓
石
立
（
石
切
•
福
留
門
小
太
郎
・
新

左
衛
門
）

第
二
十
八
巻

-
．
州

〇
〔
晩
〕
箸
か
き

十 十
十

〇
〔
朝
〕
か
な
手
本
戻
シ
（
一
二
太
郎
）

（
孫
娘
）

六

O
n七
ツ
時
分
〕
る
ひ
薬
貰
二
鎌
田
松
斎
へ
遣
ス

（
次
郎
）．．
 

也
十
ニ
・
十
八

0
崎
山
へ
木
挽
助
太
郎
召
列
・
権
現
ケ
迫
・
ロ

．
．
．
．
．
 

ロ
・
川
路
・
城
之
裏
大
豆
引
見
廻
（
舎
人
）

一
八
六
―

.

.
 

+

-

．

廿

0
本
城
之
領
分
共
参
候
事

-
．
廿
一
〇
畳
取
繕
（
多
仲
）

0
戸
翌
畏
塗
方

(m助

吉）

0
障
子
張
（
市
来
弥
一
郎
）

-
．
廿
二
〇
牛
馬
療
治
（
姶
良
馬
医
浅
右
衛
門
）

十

〇
隠
居
家
立

十 十 +
•
五
十
一
・
十
七

0
屋
地
細
石
負
（
馬
六
疋
）

十 十



七

．
 
七

七

六

正
・
廿
三

三
・
十
一

1

1

一
・
十
七

三
・
十
八

三
・
廿
二

ニ
・
廿
六

正
・
廿
七

正
・
廿

正

・

九

正
•
四

〇
垣
つ
み
（
市
来
弥
一
郎
）

（
娘
）
•
•

八
・
十
二
〇
冬
鵜
戸
参
詣
召
列
（
け
さ
次
郎
）

八
・
十

五 四
・
廿

四 ニ
・
一
八

万

延

〇
茶
炒

0
ふ
ろ
ふ
・
胡
瓜
蒔
入

四
・
廿
六
〇
心
応
茶
つ
み

ニ
・
―
―
―

1
0乙
名
祝

．．
 

〇
〔
四
ツ
時
ー
四
ツ
過
〕
崎
山
杉
木
伐
方
（
舎
人

・
有
馬
宗
右
衛
門
・
日
高
万
作
）
．．
 

〇
〔
五
ツ
時
ー
日
入
時
分
〕
巾
原
杉
山
下
草
払

（
舎
人
・
下
人
五
人
）

．．
 
四

0
中
原
杉
山
下
草
払
（
下
人
其
共
）

0
〔
五
ツ
過

．．
 

ー
八
ツ
過
〕
中
原
行
（
舎
人
）

••• 
八
〇
波
見
浦
重
新
兵
衛
手
伝
之
者
参
ル

•••• 

五
〇
〔
九
ツ
時
ー
暮
〕
塚
崎
・
横
頭
抱
地
行
、
ひ
め

．．
 

椿
植
付
、
崎
山
行
ひ
め
椿
植
付
、
杉
差
入
（
舎

人
・
一
二
太
郎
・
金
太
・
八
十
）

四
・
廿
七

0
茶
炒

年
（
文
久
元
年
）
（
一
八
六
一
）

近

世

日

本

雇

用

史

資

料

十

文

久

年
(
-
八
六
―
-
）

．．
 
（
守
屋
）

二＿

o〔
七
ツ
過
ー
〕
永
山
納
一
郎
松
山
行
（
舎
人
、

八
十
）

第
二
十
八
巻

八
・
廿
―
―

-
0煙
草
も
き
方
（
舎
人
）

八
・
廿
九
一
〇
〔
朝
〕
麻
取

九
・
廿
四

0
障
子
張
（
日
高
彦
五
郎
）

+
-
．
廿
八
十
ニ
・
廿
九

一
八
六
―
―

二
―
•
一

十

ニ
・
十
一

ニ
・
十
九

ニ
・
廿
五

ニ
・
廿
九

九
.
 八

九

・

七

八
・
廿

七
・
廿
四

七
・
一
九

―
―
-
・
+
-

〇
〔
四
ツ
時
ー
八
ッ
〕
煙
草
切
（
市
来
弥
一
郎
）

．． 

三
・
十
九
〇
〔
五
ツ
時
ー
六
ツ
時
〕
崎
山
杉
下
草
払
（
舎
人

・
下
人
共
三
人
）

．．
 

三
・
廿
五
0
〔
五
ツ
時
—
〕
崎
山
杉
下
草
払
（
舎
人
・
下
人

共）

••••••• 

三
・
廿
九

I
Q
〔
九
ツ
過
か
〕
権
現
ケ
迫
li
城
之
裏
畠
見
廻
リ

十
・
十

十
・
十

〇
築
山
其
外
つ
み
方
（
納
一
郎
）

••• 

〇
〔
六
ツ
半
ー
八
ツ
時
〕
尾
瀬
那
眉
芋
打

．．． 
0
城
之
裏
唐
芋
打
（
下
人
共
）

0
〔
四
ツ
時

.

.

.

.

.

 

（
清
水
家
）

ー
暮
時
分
〕
城
之
裏
、
永
山
之
地
蔵
院
松
山
へ

行
（
舎
人
）

0
赤
籾
取
（
仁
平
太
）

郎）
第

六

号

八

〇

〇
庭
草
取
（
福
見
四



〔
後
記
〕

五

三
・
舟

（
舎
人
・
倭
佐
・
後
に
下
人
三
太
）

．．
 0崎
山
杉
下
草
払
（
倭
佐
・
下
人
共
・
舎
人
）

．．． 

二
〇
〔
四
ツ
時
も
城
之
裏
行
・
大
根
草
見
廻
リ
・

••• 
三
反
畠
大
根
草
見
廻
リ
（
舎
人
）

•••• 
――1
0佐
牟
田
下
田
開
（
三
太
郎
・
金
太
郎
・
倭
佐
）

守
屋
舎
人
日
帳
の
所
蔵
者
守
屋
雄
次
郎
氏
は
じ
め
高
山
町
の
多

く
の
方
々
、
こ
と
に
守
屋
貞
子
氏
・
守
屋
泰
造
氏
・
日
高
栄
子
氏

・
柿
元
束
氏
・
中
村
建
雨
氏
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

近

憔

日

本

雇

用

史

資

料

四 朔

四 四

第
二
十
八
巻

第

六

号

八




